






がん対策基本法の概要（厚生労働省より）



国及び地方公共団体は、国民が、がんに関する知識及びがん患者に関

する理解を深めることができるよう、学校教育及び社会教育における

がんに関する教育の推進のために必要な施策を講ずるものとする。





こどもが健康と命の大切さについて学び、自らの健康を適切に管理すると

ともに、がんに対する正しい知識、がん患者への理解及び命の大切さに対

する認識を深めることが大切である。これらをより一層効果的なものとする

ため、医師やがん患者・経験者等の外部講師を活用し、こどもに、生活習

慣や遺伝子等のがんの発生に関する基本的な情報も含めたがんの正しい

知識やがん患者・経験者の声を伝えることが重要である。



国は、引き続き、学習指導要領に基づく、児童生徒の発達段階に応じ

たがん教育を推進する。その際、生活習慣が原因とならないがんもあること

など、がんに対する正しい知識が身に付くよう、医療従事者やがん患者等

の外部講師の積極的な活用について周知を行うとともに、ＩＣＴの活用

を推進するなど、各地域の実情に応じたがん教育の取組の充実とその成

果の普及を図る。





〇がんに関する教育については、学習指導要領に基づき

児童生徒の発達の段階に応じて、健康教育の一環として取り扱う。

〇命の大切さや他者理解を育む教育のなかで「がん」を取り扱う。

〇地域や学校の実情に応じて、学校医、がん専門医、がん患者、がん経験者な

ど、それぞれの専門性が十分生かせるような外部講師を活用したがん教育を実

施することを進める。



和 歌 山 県 ※公立

（ ）の数値は令和５年度

全 国 平 均（令和５年度）

※国立、私立、公立

小 学 校 段 階 約３７．6％
（約３２．６％）

１０．６％

中 学 校 段 階 約２５．4％
（１９．２％）

１６．４％

高 等 学 校 段 階 約４．９％
（約１２．２％）

１１．３％

全 体 約３０．３％
（約２６．４％）

１２．４％

※令和５年度は文部科学省調査、令和６年度は和歌山県教育委員会調査

※令和６年度においては、令和５年度と同じ方法で計算

※特別支援学校は、小学部・中学部・高等部をそれぞれ１校として調査

※義務教育学校は、第１学年から第６学年を小学校、第７学年から第９学年を中学校として調査
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医療従事者やがん患者・経験者等が参画・出演して作成された資料や動画等を活用したため
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小学校（保健領域） 中学校（保健分野） 高等学校（科目保健）

○「健康な生活」（３年）

○「体の発育・発達」（４年）

○「心の健康」（５年）

○「けがの防止」（５年）

○「病気の予防」（６年）

・病気の起こり方

・病原体が主な要因となって起こる病気の予防

・生活行動が主な要因となって起こる病気の予防

・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

・地域の様々な保健活動の取組

○「健康な生活と疾病の予防」 （１、２、３年生）

・健康の成り立ちと疾病の発生要因

・生活習慣と健康

・生活習慣病などの予防

・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

・感染症の予防

・個人の健康を守る社会の取組

○「心身の機能の発達と心の健康」（１年）

○「傷害の防止」（２年）

○「健康と環境」（３年）

○「現代社会と健康」

・健康の考え方 ・現代の感染症とその予防

・生活習慣病などの予防と回復
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
・精神疾患の予防と回復

○「安全な社会生活」

○「生涯を通じる健康」

○「健康を支える環境づくり」

・環境と健康

・食品と健康

・保健・医療制度及び地域の保健医療機関

・様々な保健活動や社会的対策
・健康に関する環境づくりと社会参加
※原則として、入学年次及びその次の年次の

２か年にわたり履修



校種 体育科・保健体育科における「がん」に関する記載（知識）■内容の取扱い

小学校

(第６学年)

(３) 病気の予防
ア 知識 （エ）喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
㋐ 喫煙を長い間続けるとがんや心臓病などの病気にかかりやすくなるなどの影響があること

中学校

(第２学年)

(１) 健康な生活と疾病の予防 ■がんについても取り扱うものとする。
ア 知識 （ウ）生活習慣病などの予防
㋑ がんの予防
・がんは，異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病であり，その要因には不適切な生活習慣をはじめ様々
なものがあること
・がんの予防には，生活習慣病の予防と同様に，適切な生活習慣を身に付けることなどが有効であること健康診
断やがん検診などで早期に異常を発見できること

高等学校

(入学年次

又は

その次の年次)

(１) 現代社会と健康 ■がんについても取り扱うものとする。
ア 知識 （ウ）生活習慣病などの予防と回復
・がん，(略)などを適宜取り上げ，これらの生活習慣病などのリスクを軽減し予防するには，適切な運動，食事，
休養及び睡眠など，調和のとれた健康的な生活を続けることが必要であること
・定期的な健康診断やがん検診などを受診することが必要であること
・がんについては，肺がん，大腸がん，胃がんなど様々な種類があり、生活習慣のみならず細菌やウイルスの感
染などの原因もあること
・がんの回復においては，手術療法，化学療法（抗がん剤など），放射線療法などの治療法があること
・患者や周囲の人々の生活の質を保つことや緩和ケアが重要であること
・生活習慣病などの予防と回復には，個人の取組とともに，健康診断やがん検診の普及，正しい情報の発信など社
会的な対策が必要であること



異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病 がんとは何か

不適切な生活習慣をはじめ様々なものがある がんの要因

適切な生活習慣を身に付けることなどが有効 がんの予防

がん検診などで早期に異常を発見できる がん検診

・がんは，異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病であり，その要因には不適切な生活習

慣をはじめ様々なものがあること

・がんの予防には，生活習慣病の予防と同様に，適切な生活習慣を身に付けることなどが有

効であること健康診断やがん検診などで早期に異常を発見できること



適切な運動,食事,休養及び睡眠など,調和のとれた健康的な生活を続ける がんの予防
・がん検診などを受診することが必要・がん検診の普及など社会的な対策が必要 がん検診
肺がん,大腸がん,胃がんなど様々な種類 がんの種類
生活習慣のみならず細菌やウイルスの感染などの原因もあること がんの要因
手術療法,化学療法（抗がん剤など）,放射線療法などの治療法があること がんの治療法
患者や周囲の人々の生活の質を保つこと 生活の質
緩 和 ケ ア が 重 要 緩和ケア

・がん，(略)などを適宜取り上げ，これらの生活習慣病などのリスクを軽減し予防するには，適切な運動，食事，休養
及び睡眠など，調和のとれた健康的な生活を続けることが必要であること
・定期的な健康診断やがん検診などを受診することが必要であること
・がんについては，肺がん，大腸がん，胃がんなど様々な種類があり、生活習慣のみならず細菌やウイルスの感染などの
原因もあること
・がんの回復においては，手術療法，化学療法（抗がん剤など），放射線療法などの治療法があること
・患者や周囲の人々の生活の質を保つことや緩和ケアが重要であること
・生活習慣病などの予防と回復には，個人の取組とともに，健康診断やがん検診の普及，正しい情報の発信など社
会的な対策が必要であること



校種 体育科・保健体育科における「思考力、判断力、表現力等」に関する記載

小学校
(第６学年)

(３) 病気の予防

イ 思考力、判断力、表現力等

病気の予防に関わる事象から課題を見付け，病気を予防する視点から解決の方法を考え，適切

な方法を選び，それらを説明することができるようにする。

中学校
(第２学年)

(１) 健康な生活と疾病の予防

イ 思考力、判断力、表現力等

健康な生活と疾病の予防に関わる事象や情報から課題を発見し，疾病等のリスクを軽減したり，

生活の質を高めたりすることなどと関連付けて解決方法を考え，適切な方法を選択し，それらを伝え

合うことができるようにする。

高等学校
(入学年次又は
その次の年次)

(１) 現代社会と健康

イ 思考力、判断力、表現力等

現代社会と健康に関わる事象や情報から課題を発見し，疾病等のリスクの軽減，生活の質の向

上，健康を支える環境づくりなどと，解決方法を関連付けて考え，適切な方法を選択し，それらを

説明することができるようにする。



体育科，家庭科はもとより，各教科，総合的な学習の時間等とも関連を図りながら指導することが大切
（小学校学習指導要領解説 特別活動編Ｐ５６）

校種 内 容

小学校

第３章 各活動・学校行事の目標及び内容 第１節 学級活動 ２ 学級活動の内容

（２） 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成

現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進すること。

中学校

第３章 各活動・学校行事の目標と内容 第１節 学級活動 ２ 学級活動の内容

（２） 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成

節度ある生活を送るなど現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進すること。

高等学校

第３章 各活動・学校行事の目標と内容 第１節 ホームルーム活動 ２ ホームルーム活動の内容

（２） 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
オ 生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習慣の確立
節度ある健全な生活を送るなど現在及び生涯にわたって心身の健康を保持
増進すること。



【中学校の例】
・「生活習慣病の予防」㋑がんの予防

・「健康を守る社会の取組」

・道徳・・・・・・・・・・・・・・・・ 生命の尊さ・節度、節制

・特別活動・・・・・・・・・・・・ 心身の健全な発達や健康の保持増進

・総合的な学習の時間・・・ 健康などの現代的な諸課題

・ＰＴＡ主催の講演会・・・ 「がん」に関すること

・学校保健委員会・・・・・・・「がん教育」をテーマに
家庭・地域との連携





事前学習の復習

【担任】

外部講師のお話

【がん専門医】

【がん患者・経験者】

グループワーク等

【担任・外部講師】

発表・まとめ

【担任】

グループワーク等のテーマ（参考）

・大切な人が「がん」になったとき、自分たちにできることは何か考えよう。

事前学習の復習

【担任】

外部講師のお話

【がん専門医】

【がん患者・経験者】

グループワーク等

【担任・外部講師】

発表・まとめ

【担任】

グループワーク等のテーマ（参考）

・がんを予防するために、今からできることを考えよう。

・大切な人ががんにり患しないために、メッセージを考えよう。





実施前 実施後

20.1%

1.9% 0.8%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

思わない

12.3%

0.9%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

※小数第二位で四捨五入しているため100％ではありません。



実施前 実施後

37.6%

3.6%
1.1% 0.3%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

思わない

無回答

23.4%

1.7% 0.3%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

無回答



実施前 実施後

25.0%

5.2%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

20.0%

1.2%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない



・ がん患者が暮らしやすい社会を築くには、誰もががんについて正しく理解し、その人の気持

ちを考えて寄り添うことが大切だということを学んだ。

・ 「がん」はだれにでもなってしまう病気であるが、それを予防していくことが大事で、もし「がん」になったとき

「がん」とどう向き合っていくか、そして、「がん」についての正しい知識をも

つことが必要である。

・ たばこやお酒もがんにつながると聞いて、親にも控えるように言わないといけないなと感じました。

・ 身近な人に、お酒をたくさん飲む人と、生活習慣が乱れている人がいるので今日習ったことを伝

えてみようと思いました。

・ 将来がん検診を受けようと思う。また、家族にも今日の授業のことを伝え、がん検

診を受けてもらいたいと思った。







がん教育の定義

がん教育は、健康教育の一環として、がんについての正しい理解と、がん患者

や家族などのがんと向き合う人々に対する共感的な理解を深めることを通して、

自他の健康と命の大切さについて学び、共に生きる社会づくりに寄与する資質や

能力の育成を図る教育である。

がん教育の目標
①がんについて正しく理解することができるようにする。

②健康と命の大切さについて主体的に考えることができるようにする。

がん教育の

具体的な内容

ア がんとは（がんの要因等） イ がんの種類とその経過

ウ 我が国のがんの状況 エ がんの予防 オ がんの早期発見・がん検診

カ がんの治療法 キ がん治療における緩和ケア

ク がん患者の生活の質 ケ がん患者への理解と共生

留意点

①学校教育活動全体での推進 ②発達の段階を踏まえた指導

③外部講師の参加・協力など関係諸機関との連携

④がん教育で配慮が必要な事項



第１章 外部講師を活用したがん教育の必要性

１ がん教育の背景

２ がん教育の位置付け

３ 普及啓発への教育委員会の役割

第２章 外部講師を活用したがん教育の進め方

１ がん教育の進め方の基本方針

２ がん教育実施上の手順（例）

３ がん教育実施上の留意点

（１）実施形態

（２）外部講師

（３）配慮が必要な事項

４ 依頼された外部講師のために

（１）授業等へ参画する上での留意点

（２）外部講師を活用したがん教育に

おいて配慮が必要な情報

（３）その他

【参考資料】



〇 学校が主体となって健康教育の一環として企画し、運営を行う。

〇 保健体育科を中心に学校の実情に応じて教育活動全体を通じて適切に行う。

〇 全ての教職員の共通理解のもとに進める｡

〇 学校での取組内容を保護者などに周知・共有することにより、連携体制を構築する。

〇 年度当初の職員会議等で、「学校保健計画」に基づき外部講師を活用したがん教育の

開催予定を周知するなど、情報を共有する｡

〇 発達段階を踏まえた指導を行う。

・小学校では、主としてがんを通じて健康と命の大切さを育むことを主なねらいとする。

・中学校、高等学校では主として、科学的根拠に基づいた理解をすることを主なねらいとする。

外部講師を活用したがん教育ガイドラインより（令和３年３月一部改訂）



○ 小児がんの当事者、小児がんにかかったことのある児童生徒がいる場合

○ 家族にがん患者がいる児童生徒や、家族をがんで亡くした児童生徒がいる場合

○ 生活習慣が主な原因とならないがんもあり、特に、これらのがん患者が身近

にいる場合

○ がんに限らず、重病・難病等にかかったことのある児童生徒や、家族に該当患者がいたり、家

族を亡くしたりした児童生徒がいる場合



○ 家族にがん患者がいる児童が在籍しているので、その児童に対して、つらくなったら退出してもよい

旨の事前指導を行い、授業前も同様の声掛けを行った。

○ 小児がんの当事者、小児がんにかかったことのある児童がいるので、事前に保護者や本人に了解

を得た上でがん教育を行った。※保護者や本人に学習内容等を説明した上で、保護者や本人の意向を尊重した対応を行う。

○ 事前に学年だよりで授業の内容を保護者に知らせ、授業に関する質問の有無を尋ねた。

○ 別室でオンラインを活用し、授業を受けられることを伝えた。

・具体的な配慮の方法については、児童生徒の状況を最もよく把握している教職員（学校）が、学校全体の共通理解
のもと、個別の状況に応じて検討を行う。

・外部講師にも必要な情報を共有し、連携を図ることが大切。



学

校

内

保健主事、授業を担当する保健

体育教諭、学級担任等を中心に

核となる教員を決め、関係教職員と

連携しつつ、外部講師を活用したが

ん教育を企画する。

・どんなテーマで

・いつ

・だれを講師に

外部講師を活用したがん教育の

実施に向けて、教職員の共通理解

を図り、実施内容等について話し合

う。また、教科書やがん教育に関わ

るビデオ、パンフレット等の資料を準

備し、外部講師を活用したがん教

育の講師予定者との打合せに備え

る。

当日児童生徒に配布する資料や

使用する視聴覚機材を準備する。

必要な場合には事前学習・事
前指導等を行う。

関
係
者
と
の
調
整

外部講師を活用したがん教育の

企画に合わせて、関係機関に講師

の派遣を依頼する。

・事前打診

・正式依頼状送付

・打合せ日程調整

外部講師を活用したがん教育の

講師予定者と当日の指導内容や

指導方法について打合せを行う。

・詳細な日程

・講師と学校の役割分担

・準備品等

・指導上の留意事項の確認

資料や視聴覚教材についての最

終確認を行う。

講師と教員との役割分担について

も確認する。

企 画 打 合 せ 準備・事前指導



学
校
内

本時におけるがん教育の目的・ね

らいの説明、講師の紹介等を行う。

外部講師を活用したがん教育を

実施する。

学校の実情に応じて、各教科
等の学習内容と関連付
けた指導を行う。

児童生徒と外部講師との質疑応

答の機会を設けるとともに、振り返り

の時間を確保する。

成果や課題について担当者で話し

合い、次年度の外部講師を活用し

たがん教育に生かす｡

また、この結果は全ての教職員で

共有する。

外
部
講
師
と
の
調
整

講師との最終確認を行い、がん教

育を実施する。

外部講師に授業実施後の感想な

どを尋ねるとともに児童生徒からの質

問や感想などを提供し、指導上の

課題や児童生徒の実施後の指導

などについて話し合う。

講師及び講師の所属先に礼状を

出す。

授 業 当 日 事 後 指 導 評価・まとめ







〇教材・参考資料等

〇研修会・シンポジウムに関すること

〇がん教育実施状況調査

〇がん教育等外部講師連携支援事業

〇がん教育総合支援事業

（全国の自治体の取組が紹介されています。）

〇その他（がん教育 共有サイト）









アンケートのご協力をお願いします。

https://logoform.jp/form/WEVN/1109689


